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 ９月１６日（水）に、埼玉県警察・非行防止指導班「あおぞら」の方をお呼びし、非行防止教室を行いまし
た。１～３年生の防犯教室と、４～６年生のインターネットセキュリティ教室に分かれてお話を聞き、犯罪の

被害者や加害者にならないためにはどうしたらいいかをそれぞれ学ぶことができました。ご家庭でも、日頃か

らお子さんと防犯についてお話をするきっかけにしていただきたいと思います。 

 

１～３年生の部 

 防犯とは、自分の命を自分で守ることであり、４つの約束を学びました。 

①ひとりにならない 

②ついていかない 

③大きな声で助けを呼ぶ 

④「誰と」「どこで」「何時まで」遊ぶかを家の人に話す 

また、防犯ブザーは手の届くところ、見えるところに身に着け、電池を確認したり、遊びに行く時も持って

いったりするなどのお話を聞きました。 

 

４～６年生の部 

高学年は、ネットトラブルについてのお話を聞きました。ネットのプロフィールなどに、個人の特定につな

がるような情報を書き込むことは犯罪に巻き込まれる可能性が高まり危険であることを学びました。撮影した

写真に写りこんだ背景や、瞳に写った情報も危険であることから、細心の注意が必要だそうです。 

また、ネットいじめについて、軽い気持ちでネットに書き込んだことが、犯罪行為にあたることがあること

や、人を深く傷つけ、命に関わる問題につながりかねず、絶対にやってはいけないとお話いただきました。 

最後に、ネット上のゲームでの課金についてや、フィルタリングについても学んでいますので、ご家庭でも

お子さんとネットについてのルールの確認をお願いします。 

★学びのポイント 

・自分につながる情報はないか細心の注意を払う 

・一生残っても問題ない投稿内容かよく確認をする 

・ネット上の相手を信用しすぎない 

・ネットは人を傷つけることを書く場所ではない 

・家の人のお金やクレジットカードを勝手につかってはいけない 

生徒指導だより 


